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論文内容要旨
 1935年,Grossmanによって,X線断層撮影装置が開発され多くの人体臓器の組織構造が解明
 されるようになった。
 著者は,各層ごとに撮影したフィルムより,電子計算機を利用して三次元形態を一平面上に合
 成し,人体硬組織像を立体的に復元する方法を考案した。
 使用機種は,多軌道断層撮影装置,高圧発生装置NEAC2200-N700型電子計算機,図型解析処理
 システム,XYプロッター等を用いた。
 撮影条件選定は,原形と等しい影像を得るためのものであり,装置もさることながら,操作条
 件も考慮する必要がある。したがって,順次比較を行い最も良い条件を選定し断層撮影を行った。
 判定基準としては,①切断層の厚さの程度,②管球移動によって生ずる障害陰影の程度,③下
 顎骨周縁部の出現率の優劣,④骨質における鮮鋭度,⑤下顎骨切断面の復元率の大きいもので,
 比較を行った。
 乾燥下顎骨を用いた基礎実験による条件は,管球移動方向と歯軸が平行になるように頸部を下
 方に向けて垂直に立てて固定した。そして,管球の移動は,直線軌道と楕円軌道でそれぞれ骨体
 に対して矢状,横断の二方向を行った。
 線量条件では,①63KVP,20mA,5sec,+B,BS,②73KVP,20mA,5sec,+B,BS,
 ③83KVP,20mA,5sec,+B,BSを行い比較した。
 管球軌道条件では①直線振り角度8。,②同じく30。,③円振り角度5。,④請円振り角度40。
 以上の条件で比較検討した結果,管球移動方向では歯軸に矢状方向,線量条件では73KVP,
 20mA,5sec,+B,BS,管球軌道条件では,楕円振り角度40。,切断間隔1脚が最もトレースを
 行うのに満足出来る影像であった。
 下顎骨では,10枚の断層写真を作り,Fujitac-MT,TRACING-FILMにトレースを行った。
 トレース像の縦軸をY,横軸をXの二次元陳とし図型解析処理システムで数値変換を行った。な
 お,Z軸は断層間隔を使用した。
 本実験メイγプログラムの目的は,数値変換させたものを縦舵単位に変え作図に必要なパラメー
 ターを読みこませて座標変換用パラメーターに変える。次いで断層枚数だけのデータを読ませて
 から各図の程度の歪みを修正させ,次いで撮影した正面から左右に45。横を向かせ,さらに上下に
 20。傾斜させたもの4方向とその裏表側からの計8方向の位置をXYプ・ッターで作図させた。以
 上の操作により断層フィルムから被写体の再現像が得られた。臨床例に対する応用は,方法論及
 び実験的再現像で満足の㊥く結果が得られたため下顎骨の形態異常を生じている二症例を選び再
 現させた。①右側下顎骨々体のクルミ大の嚢胞を形成している症例,②左右顎関節頸部の骨折に
 よる内側変位及び左側頸部の骨折症例。以上の2症例も好結果が得られた。
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審査結果要旨
 本論文は,一方向からの硬組織断層撮影像を素材として,電子計算機を利用することにより,
 原形を多方向から見た立体像として再現することを目的とした予報的研究である。
 著者はまず乾燥下顎骨を用いて,トレースに適した撮影像を得るための諸条件を検討している。
 その結果,最適の撮影条件は
 1)管球移動方向は歯軸に平行
 2)撮影線量は73KVP,20mA,5秒,+B,BS
 3)楕円軌道,管球振り角度40度
 であったとし,これらの条件により1σ寵間隔で断層撮影を行い,その各像をトレースした。
 このトレースペーパーの位置を,各画像のズレを防ぐ目的で固定し,これを図形解析処理シス
 テムにより走査して数値変換を行っている。
 この数値を記憶させた後,座標変換用パラメーターを用いて座標変換を行い,8方向の斜投影
 数値に変え,ドラフターで作図させた。
 以上の方法により,乾燥下顎骨を8方向から見た立体像としてそれぞれ再現している。
 数々の問題点を残してはいるが,被写体の多方向からの立体的再現像を,一方向からの断層撮
 影像から得るという所期の目的は一応果たしていると考えられる。
 次に著者は,形態異常の著明な下顎骨疾患の二症例に対して,本法の応用を試みている。一例
 は右下顎骨臼歯部のクルミ大の嚢胞,他の一例は両側顎関節頸部および左犬歯部の骨折例である。
 臨床例の場合には,乾燥下顎骨と異り,軟組織が介在するので,撮影線量を80KVP,40mA,5
 秒,+B,BSとした他は同じ条件により,5躍舵間隔の断層撮影を行っている。
 以後の電子計算機による処理法は,乾燥下顎骨の場合と同じである。その結果,いずれの症例
 もほぼ満足しうる8方向からの立体再現像を得ている。
 著者の考案した本法は,一方向からの断層撮影像をもとに,多方向から見た立体像を客観的に
 再現しうるという点で,今後更に操作を検討し精度を高めることによって,臨床応用への新しい
 道を開くことができると考えられる。
 今後検討を要する問題点のうち,そのあるものは,例えば被写体とフイルム間の距離の拡大率
 の差の問題,容易に解決しうるものと思われるが,あるものは更に精密な装置の開発を待たねば
 ならない。
 以上,本研究は,断層撮影により生体硬組織を立体的に多方向から再現する試みの足掛りとし
 て,極めて興味深いものであり,十分学位授与に値するものと認める。
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